




























































る。この部隊の将校は、村の自衛組織の長であ 団総に対して報酬を要求し、団総が出す余裕がない 言うと、兵士たちが村 なかで発砲して村人を脅しつける。せんかたなく、団総は村人か 金や装飾品を寄せ集めるが、要求された金額にははるかに及ばな った。けれども酒食 もてなしをして ようやくのことで本隊が駐留する県城に戻ってもらう。
　
県城では、司令が自ら強盗の取り調べにあたる。この二人はもと良民であったが、続けさまに二十度あまり























































に身を落とさざ を得なくなったのであるから、良民を強盗に淪落させるのは、やはり強盗 それも後者のような実力 そなえた強盗であると、李劼人は示唆 ているの ある。このことにもきちんと目を向けておく必要があろう。
　
李劼人は、この後に、招撫の費用を集めき なかった知事に代わり、連隊長 新たに知事の地位に就
けられた老人が、こちらも前任者と交代したばかりの徴収局長 はかって、紳士の一人を縛り上げ、つる あげてみせしめとする場面 置いて、直接的に暴力に訴えて費用を集める連隊長の非道ぶりを描いている。
　
そして作品の末尾では、連隊長がそうして集めた金の半分以上を自らの懐に入れ、残りを司令に届けたとこ






















し、先の副官に加えて参謀や秘書官 ちに相手をさせ、彼ら 面目 ほどこしておいて帰らせる。　
しかし、師団長は本当はいずれの集団に対しても自分が出て くつもりで った。むろん直接に請願書を受
け取ったり 慰労をしたりするためではなく、騒ぎをおこ たがる若者たちに対しては厳しく叱責し、紳士たちにはすでに割り当ててある上納金を催促して、ぐずぐず言うようであれば拘禁してでも要求をのませるつもりであったのだ。出て行かなかったのは、 その時まさに夫人たちと「方城之遊」すなわち麻雀を楽 んでいて、夫人たちが彼の抜けるのを許し くれなかったから のであっ 。
　
武装兵がものものしく警備する師団本部 なかにいて、公務に忙しく請願団体に応接する暇もないはずの師



































士を主人公にした作品もまたある。こうした作品において、下級兵士は先の作品における実力者と同じように、良民にとって災難を引き起 す厄介者として塑像され いるのであるが、実力者に対する時の辛辣さは幾分か抑えられている。以下に、こうした点について分析を試みた 。
　











































わかっている。以前、臨時のかごかきをしていた時ににぎやかな市場で、かじ棒の先を人にぶつけたことが何度もあ た。耳のついてないやつはぶつけられてもしかたないと彼は言ったものだ。 「のどがつぶれそうになるくらいずっとわめいてるんだ。なのに道のまんなかにぼーっと突っ立ってやがる」 。それで、彼は、道にころがされた時に昔のことを思い出して、自分がわるいと思った。だが、性分のなせるわざで「こんちくしょう！」と口に出していた。思わぬことに、その車夫は彼に突き当 って二三歩行ったところで、前から来た二人の兵隊につかまっ しまった。一人が一発ずつお見舞いし、罵倒した。 「逃げるの ！ 　
人を突











































兵隊になるだろうという。主人公のこの考え方に対して、一度でも天国の心地よさを知った者は、たとえ地獄を見ようともかつて味わった心地よさを追い求め続けるものだと解釈するのは適切ではあるまい。陳老三が陳振武になったのは、飢饉で米の価格が上がって家族を養うことが難しくなったところに、軍閥が兵士たちに好き放題に米を徴発することを許した めに、米が姿を消してしまいまった 手に入れることができなくなったせいである。陳老三はまさに自分が生きるため 食うために家族を捨てて村を逃げ出したのである。
　
食うために兵士になり、数か月の間とはいえ、腹いっぱい食う日々を過ごした主人公にとって、兵士でなく
なることは食えなくなることを意味し いる。言いかえれば、陳振武にとって、兵士になること すなわち食うことなのである。逆説的 言い方かも れないが、彼は命を危険にさらすことを承知のうえで、生きるために食 を選んだのである。
　
ところで、主人公にこのような選択をさせたのは誰であろうか。他でもない、軍閥である。この作品におい










































じまって、年末までの出来事を記したものであ 。これ よると、劉存厚は一八年二月一九日に成都を離れ、川北に向け 撤退した。同月二十一日 重慶 発した熊克武は翌三月十日 成都に入った。三月十四日に北上して昭化 至 た劉存厚は、ここでも持ちこ えることができず 、六 九 陝西 退いている。
　
李劼人はこのように軍閥の動向をたえず注視していた。もちろん、彼個人 身近 戦闘の影響が及んでいた










































されるのは願い下げだが、その一方で なるべくなら軍閥と関わりをもったり、軍閥 刺激したりするようなことは避けたい。カラスの鳴き声はうるさ が、かといってカラスを殺したり、追い払ったりするような直接的な手段 用いずに、止まって く場所をなくしてしまえばいい、 いう哲学であ 。 『論語』にみえる「敬してこれを遠ざく」の哲学とい もいいかもしれない
　
民国期の成都市民にとって、 軍閥は恐ろしく、 忌むべき存在であった。ただ、 あまりに身近にあったために、



































ような出来事であろう。それだけでもある意味で愉快なことであるが、持って行くところのない苦衷を、他でもない先祖に訴える紳士の姿に対しては、 その滑稽さにひとときの優越感すら覚える読者もあるかもしれない。また、庶民であることへの愚痴に対して、読者は、なるほど、彼が軍人や役人であ たならこのよう 目には遭わずに済んだものをと、共感を覚えることであろう。
　































































































































7） 『李劼人全集』 第六巻に収載する 『胡團長本領眞大』 末尾の記載によれば、本作は脱稿の翌年一九三七年に 『國論』
























































































































































































Bitter Irony in Li Jieren（李劼人）:
Mostly on Short Stories about Military Cliques 
Hiroshi NAKA
 Abstract 
　 Sichuan （四川） province was infested with military cliques in the first half  
oh twenty century.  Many Writers born in Sichuan described officers and soldiers 
in their literary works.  Li Jieren attained fame for his three historical novels.  
But officers and soldiers appeared in his short stories more than novels.  In 
short stories, Li Jieren sharply criticized despotism of  officers and meaningfully 
described ill lick of  soldiers.  He portrayed officers as despotic and acquisitive.  
On the other hand, he described soldiers who had ever been common people as 
indiscreet and unfortunate.  Before writing stories, he had been a journalist and 
written many articles on the movements of  military cliques.  In Chengdu （成
都） where Li Jieren born and lived in, conflicts between military cliques often 
broke out in the first half  of  twenty century.  Therefore, military cliques were 
very familiar to him.  But at the same time, they were dreadful and hateful to him 
too.  However, Li jieren, as a story teller, had a considerable talent with which 
not boring his readers.  That is a humor came from daily life.  He succeeded 
in drawing his readers into his narration through this unique talent.  People in 
Sichuan province have the habit of  chatting and telling some interesting stories to 
their friends or neighbors They call it “Bai Longmenzhen （擺龍門陣）”.  And Li 
Jieren applied this habit to his novels and improved their quality and succeeded in 
distinguishing his novels from simply disclosing works.
